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看護援助 に よ る高齢者の自我発達 の 経過
- 女性高齢者1事例 の検討結果よ り -
小 野 幸 子 ( 香川医科大学医学部看護学科)
本研究 の 目的 は, 看護援助 に よ る高齢者の 自我発達 の 性質 と経過を明 らか にす る こ とで あ る｡ 老人病院入院中の 慢性疾患
で 障害が固定 し, 自 己概念上問題を有す る 4名 の 高齢患者を看護援助 の 対象 と し, 対話 を含 む 日常生活 を中心 と した 援助時
に, 事前 に検討 した 自我発達を促進す る と考 え られる援助 の 方針 ･ 方法を高齢者 の 自己意識 に働きか け た｡ デ ー タ は, こ の
看護援助 の 過程 の 詳細 な記録 で あ る｡ 分析 は, 看護援助 に よ っ て 変化す る高齢者 の 自 己概念 を手 が か り に 自我発達 が促進,
あ る い は停滞 ･ 後退 した 援助場面を ひ と っ の パ タ ー ン と して 取り出 した｡ そ して 得 られ た各 々 の パ タ ー ン に つ い て , 自我発
達 の 性質を読 み と っ て 命 名 ･ 分類 し, さ ら に それ らを全援助期間に そ っ て 位置づ け, そ の 経過 を検討 した｡ 本稿 で は, 1 名
の 女 性高齢者を例 と して , そ の 検討結果 を述 べ る｡
こ の 高齢者 の 自我発達 の 経過 は, 【失わ れ な い 私 の 有能感】 に始 まり, 続 い て 【自律 し て 依存 しつ つ ケ ア に 協力 ･ 参加 す
る私】 , 【人生を省察 し, 自己理 解 (深化･ 拡大) する私】 , 【自己有能性を表出して い く私】 , お よ び 【他者を思 い や り,
感謝 で き る私】 が もた らさ れ , 引き続 い て 【自己と自己の 人生を受容す る私】 に至 る と い う も の で あ っ た｡
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.
は じめ に
生涯発達理論が提唱されるよう に な っ た1970年代頃よ
り, 老年期 は単に衰退期や喪失期と して の み で なく , 発
達論的視点か らも捉えられるよう に な っ て き て い る1) 2)｡
し か し, 看護 の 分野に おける高齢者対象の研究の多くは,
一 旦失われたもの をもと に戻そうとする, あ る い は残存
機能を最大限に保持 ･ 発揮させようとするリ ハ ビ リ テ ー
シ ョ ン ･ ア プ ロ ー チ に よ るものが大半を占め, 発達 に視
点をお い た報告を見い だす ことが で きなか っ た｡ そ こ で
高齢者の発達を自我発達の視点か ら捉え, 看護援助に よ っ
て 高齢者の ど の ような自我が どの よう に発達するかを明
らか にする ことは意義が あると考え た｡
研究の 目的は, 看護援助 に よ っ て も たらされる高齢者
の 自我発達の性質と経過を明らか にする こと で ある｡
な お , 本稿 で は看護援助の 対象で あ っ た 4名 の高齢者
の 中で , ① 日常生活行動全般にわた っ て要介護状態に あ
り , ②家族や付添婦との 関係悪化か ら介護困難を理 由に
入院に至り, ③入院後 は長い 人生の 中で身に つ けて きた
自己 の あ り方 ･ や り方を執扮 に求め て看護 ･ 介護者の ケ
ア に 不満を あらわ に し, ④ ナ ー ス コ ー ル や訴えが多く ,
⑤過去か ら現在まで の自己を繰り返し語り続けて 医療従
事者を引き留めるなど, い わ ゆる高齢者と して 典型的特
徴を示して 看護 ･ 介護者 より避けられが ち に な っ て い た
ちの の , 援助を通じ て 自我発達を遂げ, 看護 ･ 介護者の
見方 ･ 捉え方 に も変化 をもた らし た女性高齢者1事例
(S K氏) に つ い て , そ の検討結果を説明する｡
Ⅱ
. 用語 の 定義
●老年期 ･ 高齢者 : 『老年期』 と は, ｢人生終蔦の 時期｣
で あり, 生 き て きた証と して の ｢完熟期｣ で もあり, 自
己の人生を振り返 っ て ｢人生を総決算｣ し, ｢自我を統
合する時期｣ と捉える｡ 『高齢者』 とは, 老年期に あり,
意識ある限り死を迎えるま で , 自我の統合を目指して 発
達し続ける人 (々) で あると捉える｡
●自我 ･ 自己 ･ 自 己概念 ･ 自己意識
･ 自我は, ｢主体とし て の 自我｣, つ まり 『自我』 と ｢客
体と して の自我｣, つ ま り 『自己』 と に分類でき, 『自我』
と は, ｢認識者とし て の 自我｣, ｢ 意識･ 認識 の 主体｣,
｢純粋我｣, ｢主我｣, ｢主体｣, ｢ 知者｣を意味し, 『自己』
と は, ｢認識対象とし て の 自我｣, ｢ 意識･ 認識 の対象｣,
｢経験我｣, ｢客我｣, ｢客体｣, ｢ 被知者｣を意味すると捉
える｡
ま た, 『自我』 は, 自己 の 一 部分 で あ る自己概念を通
して把握可能と捉える｡
･ 『自己概念』 と は, ｢経験の総体 に よ っ て 支え られ て
い る自分自身に つ い て の概念化で あり, そ の全 て が現実
の意識とし て現れるわけ で はな いが , そ の時 々 の自己意
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識を支え , 枠 づ け, 行動を導くもの｣ とする｡
･ 『自己意識』 とは, ｢自己概念に支え ら れ, そ の 時 々
に有する自己に つ い て の 認識お よびそ の認識内容｣ とす
る｡
●高齢者の 自我発達 : 『高齢者の自我発達』 は, 過去を
振り返 っ て様 々 な経験を統合し, そ こ に価値を見い だす
とともに , 過去か らの 一 貫 した自己像に意味を見い だ し
て実感で きる こと に よ っ て 可能で あり, こ の こ と に よ っ
て身体的 ･ 社会的変化 (衰退 ･ 喪失) を受 け入れ る こ と
が で きるとする｡ つ ま り, 『高齢者が自我発達して い る
状態』 と は, 高齢者が自己の過去を拠り所に現実検討し,
自己の可能性を見い だし, そ れを基盤に 自己の 目指す生
き方を自分自身で選択 ･ 決定し て行動化 し, 生き生きと
した生活が送れて い る ことと捉える｡
Ⅲ
. 方 法
l
.
デ ー タ収集
デ ー タ収集場所 : デ - 夕 収集場所, すなわ ちS K氏を対
象に看護援助を提供した場所は, 千葉県内の666床 を有
する老人病院で あり , 慢性疾患で障害が固定し, 機能 の
維持を目的とした個室と2人部屋のみ の65床の病棟で あ っ
た｡
デ ー タ とその収集方法 : デ ー タ は, 援助開始前の S K氏
の状態と, 筆者が提供した看護援助の 中で , S K氏が自
由に語る対話の過程お よび既に看護婦や介護職員が提供
して い た援助を含め, S K氏 の状態に応じて筆者が計画 ･
実施した日常生活の 援助過程の記録で ある｡ 前者は, 援
助を開始する前に , S K氏 の基礎的事項と自己概念 に影
響を与える主な要因に つ い て診療録と看護 ･ 介護 の記録
および看護婦, 介護職員, 医師か ら収集した｡ 後者 の 対
話や援助場面の 会話は, テ ー プ レ コ ー ダ ー に 録音 して 逐
語記録と し, こ れ に対応したS K氏の 行動, 筆者 の思考
や感情 , 実施した援助とそ の振り返り , お よび今後の 計
画な どを フ ィ ー ル ド ･ ノ ー ト に 記録した｡
デ ー タ 収集 の期間と時間 : デ ー タ収集の期間 ( 看護援助
の 実施期間) は, 平成8年2月19 日か ら同年5月31 日ま
で の46 日間で あ っ た｡ ま た , デ ー タ 収集 の 時間 (看護援
助の実施時間) は, S K氏の 状態に より随時延長 ･ 短縮
したが , 基本的に は日勤帯で , 総時間数 で は, 約154時
間で あ っ た｡
表 1 高齢者の自我発達を促進で きると考え られる援助の 方針 ･ 方法
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:直垂司 目標 1を基盤 に , 対 話 を通 じて 高齢者 が 自分 の 有用性 (価値)は ･ 日 常 生 活 の 自立 性やさま ざまな
: 社会的役割 に の みある の で は なく , 現在 もなお 失われず
に脈 々 と自分 に有す るも の や自分自身 に意味を持
: つ も の に もあ る こ と を受け止 め る こ と が で き る ･
:匡彊∃ 高齢者が 自分 の 特性 (本質) やあ り方 (自分ら しさ) ･ 望 み や願 い ･ 満 足 で き る も の や満 足 で き る
: こと, 生 き 方を見 い だ し, そ れ に 向か っ て 努 力す る こ と を支援す る ･
: ① 現在 い ろ い ろ 体験す る自分を どの よう に 思 い ･ 考 え ･ 感 じて い る か を語 っ て もら い , それ を共有 し, 受 け止
: め る .
1
: ② ①を通 じ て , 高齢 者自身 に と っ て 楽 し い こ と , 嬉 し い こ と ･ 心 地 よ い こ と ･ 喜 び をも
た らす こ と を高齢者
: と共 に見 い だ し, 共 有 す る と と もに , そ れ が 保証 され る環境を整 える ･
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I
: ⑥ 高齢者 が自分 の 選択
･ 決 定 に 基 づ い て 日 々 の 行 動 に 反映 し た 場合 , そ の 努 力を評価す る ･
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: ② 高齢者 が言語化 し た 自己,Q)有用性を受け止 め , 確 落 し あう
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看護援助の対象者 (S K氏) の選定および研究協力の 説
明と承諾 :看護援助の対象者は, 言語的コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン が可能で あり, 自己概念上の問題を有する高齢者を病
棟婦長より 5 ･ 6名選出して もら い , そ の 中か ら選定し
た｡ S K氏は看護婦や介護者に苦手意識を抱かせ, 避 け
られが ちだ っ た こ とか ら選定した｡
S K氏 の研究協力の承諾は, ｢看護婦の 免許を有 し,
現在, 老人看護の学習 ･ 研究を し て い る学生で あり, 必
要な援助をしながら話 しを聞かせ て もら い た い こ と｣ を
説明して 得た｡
2
. 看護援助の 方針 ･ 方法
高齢者の自我発達を促進で きると考えられる看護援助
の方針 ･ 方法は, 高齢者の 援助とし て効果があ っ た とす
る報告や高齢者の発達心理 に関する文献および筆者の 老
人看護の経験をもと に 検討した (表1)｡ そ し て 対話時
や日常生活の援助時に , こ れ らの 方針 ･ 方法を適用し,
S K氏 の自己意識に 働き ける こと とした.
3
. 分析方法
分析の対象は, 素 デ ー タ で あ る対話を含む援助過程の
記録をも と に , S K氏 の ｢言語 化 し た自 己概念｣ と
｢(言語化した自己概念以外 の) 言動｣, お よ び筆者 の
表2 事 例 の 概 要
性 別/生年月 日/入院年月 日 女 性 / M . 34. 4. 25. 坐, 95歳 / H . 7. 8. 3.
既 往 症 ≡;
4
…;蓋?軍票義子蓋蓬警護語 :
.
.喜‥2'ヲ胃%:,":'レ妄蒜蒜譜温転院
現 症 陳旧性心筋梗塞, 脳動脈硬化鼠 骨粗老松症, 卵巣腫療の疑い, 老人性腔炎, 尿路感染症,
老人性白内障, 脱水症, 食思不振
継続中の 治療 :指摘完
○
:
:鮎時, :霊芝諾既1艶瀞2唱学姦,a(右幣束管警)
家族の 背景
及び関係
･ 会社経営の 長男(養子).嫁と同居, 嫁は胃癌の術後で通院中
･ 長男夫婦が10日に 1回 , 入院費支払い の帰りに10- 20分程度の 面会に訪れる,
･ お 嬢様育ちのわがままで , 付添婦も居着かず自宅では介護 困難( 嫁より)
･ 家族内で頼りにする人な し, 近所 の薬局屋 が頼りになると思う(本人より)
生 活 歴
塩問屋の 一 人娘と して誕生, 生来, 虚弱体質で針灸 , 病院通い の 状態. 家族 .親戚に大事
に され, 周囲の 人 々 か ら特別扱 い を受けつ つ 成長, 26歳 で結婚(婿), 子供ができず家業の
跡継 ぎの 必要から36歳の時, 夫が疎開先で復員 した20歳代の男子を祖父 の承認を得て 養
子縁組み . 常 にお手伝い さん付きの生活で , 前 の病院入院中も付添婦付き
信仰/ 趣味 御岳教/ 生け花
記憶の 障害/ 短期 .長期 の記憶障害あり.
コミュニケー ション 能力 軽度の難聴が あるが , 言語明瞭 で意志の疎通に問題な し
視 力 義明感と軽度 の視力障害(ボヤケ)の 自覚症状あり,L病室外で は遠視用サンク
寸
ラスを使用
日常生活動作
【看護援助の 開始時点】
くヘ
○
ツド上 体位変換〉拝まる物があれば介助で可 , く起立, 立札 歩行〉不可
く起居〉キ
寸
ヤ,ゾ ヘ
○
ツドでup-do m, 背もたれで坐位保持可 , く移動〉車椅子換作全面介助
く食事〉配膳 . 下勝介助, 摂食動作可, く服薬〉薬包紙の如ト介助
く排維〉紙オムツ.オムツカ)I,
.
- で 全面介助, 〈更衣〉寝衣 .ス
○
ツタの 着脱全面介助
く入浴〉背もた れ椅子 で洗体 . 洗髪 . 浴槽の 出入 り全面介助
く整容〉洗面は物品準備 . 後始末の介助, 整髪は可
【看護援助の終了時点】 (変化した動作)
く体位変換〉捕まる物があれば介助不要, く起立, 立位, 歩行〉捕まるものが あれ ば可
く更衣〉寝衣 . ス
■
ツクの 着脱 一 部の み介助, く移動〉:車椅子操作可 (但し移動は訓練中)
看護婦 . 介護者が
語 つ た患者像
【看護援助の 開始前】
･ 気位が高く, 自分達とは住む世界が違うという意識を抱かせ る.
･ 自分 のやり方に固執 し, 一 生懸命心 を込めて提供 したケアに対 しても確認 . やり直し行
為がみ られ , 報われない感 じ, 快くケアに向かえず( ある種の 心構えが必要) 神経が疲れる.
･ ナースコ -)bが多く, 一 旦訪室する と訴えが多く, 引き留め , なかなか切り上げない .
【援助の経過中 . 終了時点】
･ 不満が少なくなり, ケ ア 後, 感謝 の 言葉を述 べ る ように な つ た , 変わ りま したね .
･ 看護者を必要以上 に引き留める事がなくなり■, 配慮 でき , 待 て るようになりま した
･ 自分で動けるんですね, 歩けるようにな つ て い るとは思い ませんで した .
医師が語 つ た患者像
【看護援助の開始前】
･ 入 室時, 最低でも1時間は必要と覚悟を決め , 病室 の前で深呼吸し, 意を決 してから入
室する. 患者 の不満の原因は家族の対応の仕方で , あれは仕方ない , 治 らない で し よう.
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｢解釈･ 推測 ･ 判断｣ と ｢言動｣ を経時的 に記録 ･ 整理
したもの で ある｡
分析 の手順 は, 分析の 対象で ある デ ー タ を繰り返 し読
み, ｢自我発達か らみたS K氏の状態 (自己概念の変化)｣
と ｢筆者の援助の 内容と そ の変化｣ を読みとり, 自己概
念を手がかりにS K氏の 自我発達が促進, あ るい は停滞 ･
後退 した援助場面を ひ と っ の パ タ ー ン と し て取り出した｡
そ して取り出され た各々 の パ タ ー ン に お ける S K氏 の
｢ 自我発達の性質｣ を読みと っ て 命名し , さ ら に 類似す
るもの を集め て 分類し, 再 び命名した｡ そ して こ の命名 ･
分類され た ｢ 自我発達の性質｣ を全援助期間の経過に沿 っ
て位置づ け, ｢自我発達の経過｣ と した｡
な お , S K氏が自由に語る中から自己概念が把握で き
て い るか否か と パ タ ー ン の 分析 の妥当性に つ い て は, 自
己意識の研究者 (梶田叡 - 先生) に チ ェ ッ ク を受けた｡
ま たS K氏に提供した看護援助とそ の変化 に つ い て は,
指導教官より ス ー パ ー ビ ジ ョ ン を受 け, 援助過程の分析
に つ い て は, そ の 結果を用い て 指導教官とともに検討し
た｡
Ⅳ . 結 果
1
. 事例 の 概要
S K氏の概要を表2に示した｡
2
. 自我発達の 性質と経過
S K氏の ｢ 自我発達の性質｣ は, 34バ ー タ ン 取り出さ
れ, そ の う ち自我発達の促進を示す32パ タ ー ン は6 つ に
分類され, ｢自我発達の 経過｣ は, 図1 の よう で あ っ た｡
すなわち, 【失わ れな い私 の有能感】 に始まり, 続 い て
【自律 して 依存し つ つ ケ ア に協力 ･ 参加する私】 , 【人
生を省察 し, 自己理解 (深化･ 拡大) する私】 , 【自己
の有能性を表出して い く私】 , お よび 【他者を思い やり,
感謝で きる私】 がもたらされ , 引 き続き 【自己 ･ 自己 の
人生を受容する私】 がもた らされ て い た｡ な おS K氏の
｢自我発達の経過の 詳細｣ を以下に示 した｡
( 自己･ 自己の 人生を受容す る私)
32. 静観 す る私
34. 復帰した 身体機能 を活用 ( 発
揮) して ケ ア に参加す る私
30. 能力生涯を補う た めに他者 を
活用す る私
28. 復帰 しつ つ ある身体機能 を活
用 ( 発拝) して セ ル フ ケ アす る
私
16. 助 けを求 め る ことが で き る私
15. 情報を提 供で き る私
10
. ケ ア に協力で き る私私
( 自律して依 存しつ つ
ケ ア に協 力 ･ 参加する私)
31
. 自己の人生 を省察し, 再解釈
を試 み る私
23
. 過去の 出来事 を再解釈 し, 自
己理解が深化 ･ 拡大す る私
22. よ り現実的 な願望 をみい だす
私
13. 私 の想記 内容 は 増大す る
8 . 回想 し, 自己開示 し, 自己理
解 して い く私
( 人生 を省察 し,
自己理解 (深化 ･ 拡大) する私)
33. 決意表 明する私
27. 感激し, 安らぐ私
26. 自己反省で き る私
25. 精神機能の 低下 の ある 自己を
容認す る私
18. 感動す る私
12
. 私 だっ て ユ ー モ ア で 表現で き
る
ll
. 意見 を撤 回で き る私
9
, 私 だ っ て謙 遜す る し, テ レ る
7
. 自己の 能力評価 をす る私
( 自己有能性 を
表 出して い く私)
29
. 非 を許せ る肯定的評価 の容認
を表明す る私
24
. 他者 の 肯定的評価 の 容認を表
明す る私
21
. 他者 を思 い や る 私
17
. 感謝 で きる ( する) 私
14
.
あな たを評価 し, 支援で きる
私
( 他者を思 い やり,
感謝 で きる私)
20
. あな と異 な る私 の 関心
19. 固着した 自己認識 を修正で き
ない 私
---------一自己に固着す る私----------
6. 客観視す る私
5 . 肯定的 に評価で き る私
4 . 選択 ･ 決定権 は私 に私
3 . 私 に廻 る身体感覚
2 . ケ ア評価 の 中心人物 は私
1
. 自分 を満足さ せ る ことが で き る私
( 失われない私の 有能感)
図1 事例の 自我発達の経過
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S K氏の ｢ 自我発達の経過｣ の詳細
援助の 開始時点に おい て , S K氏 は筆者が提供す る援助の 一 つ ひ と つ に 不 満をあ か らさま に 表明し, 要望 の 表明は命令的, 非難的で あ っ
た｡ 看護婦や介護職員が語 っ たよう に , 提供し たケ ア に 対 して 確認 行為や やり 直し行為 も見 られ た｡ ケ ア の 適否を確認 した時 も不満 はあ か
らさ まに 表出す るも の の , 満足 時は無言の まま の 状態で あ っ た｡ こう したS K氏に 対して , 筆者は ケ ア提供時, まずそ の 内容 ･
目的 ･ 方法を説明 し, 必 ず 同意を得た ([自我の脅威を受 けず回避 で き る] 援助 の 提供), ま たS K氏が様々 に 表出す る否定的言動 に対して,
ま ず は受け止め た ([自己肯定感を得る, ある い は実感で き る] 機会の 提供)｡ そ して S K氏の 身体感覚を確認 したり ([自己 を客観視す る]
機会 の 提供), 身体能力を ア セ ス メ ン ト して 言語 化し, S K氏 に有す る身体能力活用の 協力 を依頼し (｢自己有能性を発揮す る｣ 機会の提供)
し, そ の 意志 や 可否を確 認 し っ っ 援助を提供 した ([自己決定す る機会] の 提供)｡ そ して S K氏の 協力が 得られ た時に は感謝の 気持ち を表
明し た ([自己肯定感を得る, ある い は実感 で きる] 機会の 提供お よ び [自己有能感 を実感で き る, あ るい は自 己有能性 を発揮 し, そ れ を
実感で き る]機会の 提供)｡ さ らに 提供した ケ ア に つ い て , そ の 適 否を確認 し, 不満や要望 に応え る とい う援助 ([自己満足感 を得る] 機会
の 提供) を徹底 して 実施 した｡ そ の 結果, 援助開始日 の 昼EB, 依然として 筆者の 問 い か けに 無言で あ っ た (これ は S K が提供す る ケ ア を容
認 し たり, 満足感が得 られ て い る こ と を示し た) ちの の , ケ ア が 一 段落す ると, S K氏 は自分自身に つ い て 自発的に 語 り始め た｡ それ は11
時50分 か ら始ま り昼 食の 時間に な っ て もや まず, 筆者が食事の 冷め る こ とを気に して 促す と, 箸を とる もの の 摂食行動 に は結び つ か ず , 13
時50分 まで 続 い た｡ その 内容は, ｢自宅か ら遠く離れ, 入 院して い る自分を医師が同情 して く れ た こ と｣, ｢病 院が自宅 か ら達 す ぎて 面会 に
誰も来れ な い こ と｣, ｢紹介さ れ, 入 院す る病院は自宅近 く で あ っ たはず で , 病院を間違 え た こ と, そ して こ の 間違 い は, 息子 の 自分に 対 す
るい い 加減さ か らき て い る こ と｣, ｢入院日も 体調が 悪 く, 自分で 状況判断で きなか っ た こ と も病院を間違 えた 理由で あ る こ と｣, ｢自宅近 く
に自分を みて くれ る多く の 病院が あ る こ と｣, ｢早く自宅 に 帰り たい こ と｣, ｢こ れ まで の 居住地 とそ の 移り変わ り｣, ｢100年以上 も続い た0 0
問屋 の 一 人 娘と して 生 ま れた こ と｣, ｢祖父 に大事に 育て られ た こ と｣, ｢周り の人 々 か ら特別 扱い を受 けて きた こと｣, ｢息子夫 婦に 対す る否
定的感情と彼らか ら邪魔者扱い を受ける自分｣, ｢(白内障で) 徐々 に 見 え に くく なり , 失明へ の 不安が あ る こ と｣, ｢ 思 う よ うに 動か な い 現
在の 自分の 身体状態｣, ｢自宅 周辺の 家々 と自分 に は優 しく して く れ たそ の住人｣, ｢実子 が なく, 婿だ っ た夫が疎開先で 復員 した ば か り の 男
子を見 つ け, 養子に した こ と｣, ｢ その 養子に した息 子の 恩 の な さ (嫁の 言い なり)｣, ｢ な かな か来れな い が 優し い言葉をか け, 気遣 っ て く れ
る親戚の 孫 (夫の 兄 弟の 孫)｣, ｢祖父母や父母, 夫の 死 亡 時期が思 い 出せ な い が, お弔 い はきれ い に飾り つ けた車で 出 し, 近 所の 評判 に な っ
た こ と｣, ｢ 0 0家の 一 人娘と して , 祖父や 夫の 残 して く れ た もの に責任が あり, それ を後始末しな い こ と に は死ね ない 自分｣, ｢孤 独な現 在
の自分｣, ｢ 全て は子供を産ま なか っ た自分の せ い｣ 等々 , 多様な自己 を穏やか な 口 調で 繰り返 し表出し, 過 去の 出来事を想起で き な い 部分
の あ る自分や, こ の よ うな自分に つ い て 語る自分 に対す る否定的評価 な ど, 自己 を客観視し っ っ , 2 時間に もわ た っ て 語 り続け た｡ こ う し
たS K氏に 対して , 受容的対応, 表現 の 促 し, 反 復, 要約化 情報の 提供, 疑問 ･ 推測 ･ 解釈 ･ 判断 ･ 理解 ･ 事実の 提示な ど を通 じ て 傾聴
する ([自我の 脅威を受 けず 回避で き る] 援助の 提供, [自己肯定感を得る, あ るい は実感で きる｣ 機会の 提供, [自己を客観視す る] 機会の
提供) こと に より, < 自分を 満足 さ せ る こと がで き る私> <ケ ア の 中心 人物 は私> < 私に軽る身体感覚> <選択 ･ 決定権 は私 に> <肯定的
に評価で き る私> < 客観視す る私>な ど, 【失われ な い 私の 有能感】 とい う自我発達が もた らさ れ た｡ そ して , このく私>の自我発達に よっ
て , そ の 後の S K氏の 筆者 へ の 関わり-一一 変し た｡ す なわ ち, 不満や要望 の 表出に 命令的で 非難的な 口調が み られ なく なるだ けで なく, 筆者
め問い か け に も言語化 して 対応す る よう に な っ た｡ 筆者 もS K氏の 要望 内容や不 満の 原因の 理 解が深まり, 提供す るケ ア が ス ム ー ズ に なり,
援助に 要する時間の 短縮も図れ るよ う に な っ た｡ しか し援助を提供す る際は, 前述 した援助 ([自我の 脅威 を受けず 回 避 で き る] 援助 の 提
供, [自己肯定 感を得る, ある い は実感で きる]機会 の 提供, [自己 を客観視す る] 機会の 提供, [自己決定す る] 機会の 提供, [自己有能感
を実感で き る, あ る い は自己有能性を発揮し, それを 実感で きる] 機会の 提供, ｢自己満足感を得る｣ 機会 の 提供) を徹底して 続 けた｡ そ の
結果, S K氏 は筆者が提供するケ ア に 積極的に< 協力す る> したり, < 情報を提供す る>よう に な り, して 欲し い こと を自発的に言語 化 し
て < 助け を求め る こ とが で き る>よ うに なり, < 復帰 し つ つ あ る身体能力 を活用 して セ ル フ ケ アす る> に な っ た｡ ま た 『足 先 がま だ ち ょ っ
と詰 ま っ て い る感じ なの , (自分で は) で き な い の で 足 先 に もう少 しゆる みを も っ よう に 引 っ 張 っ て 下さ らな い ? 』 と, 自分 で き な い こ と
に つ い て は明言 して < 能力 障害を補う た め に依頼した り, 他者 (筆者)を活用 す る>よう に な っ た｡ そ して , 訪室 する と, 自 ら ケ ア の 内容
を確認 して , < 復帰し た身体機能を活用 して ケア に 参加す る> よう に な るな ど, 【自律して 依存し つ つ ケ ア に 参加 ･ 協力す る私】 と い う 自
我の 発達が な され た｡
ま た, 連 日 に わた っ て , あ るい は, 日に よ っ て 1 日に 何回も過 去か ら現在ま で の 出来事や自己の 状態を<回想 し, 自己開示し, 自 己理 解
して い き>, そ の 中で < 想起で き る内容を増大 させ て >, 新 たな発見 を し たり, 『家族 に喜ば れな い 自宅 に 帰るよ り , 少 し で も元 気 に な っ
て こ こ (病院)で 私が で きる こ と を見 つ ける方が良い の で はと思う よう に な っ て き た』 と, < より現実的な願望 を見出 し>, ま た 『子 供が
生まれ なか っ たの は自分だ け の せ い で は ない』 な ど, <過去の 出来事を再解釈 し, 自己理解を深 化 ･ 拡大 させ>, さ らに 『自分 なり に 努力
して き た自分』 と肯定的に 評価して < 自己の 人 生 を省察 し, 再解釈を試みる私>と い っ た よう に 【人生 を省察 し, 自己理 解( 深化･ 拡大)
す る私】 と い う 自我発達 が も たら され た｡
また, 最近体験 した出来事に つ い て 想起で き る こ とと で き ない こと を言語 化し< 自己の 能力評価を す る 私> と と も に 筆 者 の 誉め 言葉に
< 謙遜 や テ レ を表明>し たり, 自分 の 意見の 間違い に気づ い た時に はt < 意見 を撤回 す る こ とが で き る>よう に なり, 提供す る筆者の 援助
に < ユ ー モ ア で 対応>し, 現在 の体験を通 じて < 感動, 反省, 感激す る自分を表明> した り, 筆者が不在に なる前日 に 『貴方が い な く て も
頑張る か ら』 と< 努力す る決意を表明>した りな ど, 【自己の 有能性を表出して い く私】 と い う自我発達 が もた らされ た｡
ま た, 筆者が提供す る援助に < 肯定的評価を して 支援や感 謝を表明> したり, 入 院中の母を持 っ 筆者を< い たわ り, 思 い や り や励ま し の
言葉を表明> した り, 筆者の 誤 ま ちや S K氏に か けた負担を<許せ る>な ど, 【他者を思 い や り, 感謝で き る私】 が もた ら され た｡
さ らに , こ れ らを通 じて , 援助期間の 終盤に は, 『力が っ い た ら看護婦さん の お手伝い しよう と思 う｡ 小さ い 暗か ら身体 が弱く病院と は
離れ る こと がで き なか っ た か ら, 病人 の 気持ちが よく分か る の ね｡ だ か ら患 者さん の お役に 立 て ると思 う』 と自宅 に 帰れ な い 自分を受 け入
れ ると とも に 『こ れ まで 自分なり に 一 生懸命生き て き たの だか ら』 と自己の 人生 を肯定的に 受け止 め, 『自分の 人 生 ね, こ れ も運 命だ か ら
仕方が ない ね』 と< 諦観す る私>に 至 り, 【自己や自己 の 人生 に対す る受容す る私】 と い う自我の 発 達 が遂 げ られ た｡
* * ( ) 内の 援助は, S K氏 に提供し た筆者の 看護援助を自我発達 か らみ た ｢援助の 性質｣ を表 して い る｡
詳細は, ｢高齢者 の 看護方法 に 関す る研究一自我我発達を促進 す る看護援助の 構造-｣, 千葉看護学会会誌, 3(1), pp . 32-38,
1997. を参照 して い た だき た い｡
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Ⅴ . 考 察
1. 自我発達の 性質
1) 【失われ な い私 の有能感】
こ の 【私】 は, 筆者 の看護援助の 開始時期に もたらさ
れ た自我発達で あ っ た｡ 高齢者は, 他 の発達段階で はみ
られ な い長 い独自の人生経験を通じて , 意識的 ･ 無意識
的に自分に と っ て 意味あるも の を取り込ん で経験化 し,
確立された生き方や あり方, 信念 ･ 信条, 価値観を支え
に , そ の 時々 の 自己の あり様を規定し つ つ生き て い る人
達で ある｡ したが っ て今 ･ こ こ で表出される様々 なあり
様は, そ れ ら の反映で あるがゆえ に特有で あり , 容易 に
は変えがたく, 固着した状態とも い えるあり方を呈する｡
しか も こ の表出される高齢者の 様々 な あり様は, い ずれ
も若く健康な時期 に獲得 した も の で ある｡ 換言すれば,
高齢者が我々 の 眼前にみ せ る様々 なあり様は, 高齢者が
意識 して い ようが いま いが , 独自な存在とし て の そ の 高
齢者の あり方 で あり, 自分とは誰か, 自分と は何者か と
いう自己概念 , 自己規定に基づく自分 らしさ の 表出で あ
り , 自分自身で あり続けようとする叫びとも捉え られる
も の で ある｡
95歳 の S K氏に 見られた看護援助開始当初の ケ ア に対
する否定的, 拒絶的, ある い は不信感の表れとも捉え ら
れる反応は, 看護者に と っ で快い も の で はなく , や や も
すると自分勝手で我が儲と受け取られる言動で あ っ た ｡
しか し, そ れ は歴史ある商家の 一 人娘として生まれ育ち,
厳 し い朕を受け つ つ も家を守 っ て い く存在とし て大事に
され, 大勢 の使用人に囲まれ て 特別扱い を受け, 経済的
に も何不自由の な い環境下に あ っ た S K氏に と っ て は,
至極当然の反応と捉えられ よう｡ すなわちSK氏 にと っ
て , 納得した入院で はな い上 に , 自宅か ら遠く離れた病
院で の生活は, 規制が多く不自由なだ け で なく , 自立し
た日常生活をおくれない ほ ど身体機能が低下し, か と い っ
て 自分だけ の ため に世話を し てく れる人もなく, 白内障
に伴う視力低下よる失明 へ の不安, 頼り に し て い る人 々
や親し い人 々 と の交流が得られな い こ と に よる疎外感や
孤独感, 不義理 な養子に対する怒りと そ の 養子夫婦が家
を後継する こと へ の疑念や不安, 自分が家を守り続 けら
れな い こ と に対する無念 ･ 悲嘆等々 , 予期 ･ 予想 で きな
か っ た現実で あり , そ れ に自問自答し つ つ 現実を直視し
て はい るもの の 納得で きず, 受け入れられな い状態の 日々
で あ っ たと捉えられる｡ 喪失体験とも い えるそ の よう な
中で , それ で もなお, 自分らしさを維持 しよう と長年に
わた っ て身 に つ け て きた自分の やり方 ･ あ り方を求めた
が, 看護者や介護者 に は理解され て い な い と受けとめた
結果, 自分が否定され たと感C, 脅威 に さらされ , 自己
を守るため に益 々自己 の あり方やや り方に固着 した の だ
と捉え られ る｡ そ し て , こ う したS K氏は看護 ･ 介護者
に と っ て は気位が高く, 快く ケ ア に 向かえな い高齢者と
化し, 避けられがち に な っ た の だと考える｡ しか し, こ
う した自分らしさともい えるS K氏の あり様が筆者に よ っ
て 受容的に受け止め られ た時, S K氏 は自分自身で あり
続けられる ことが容認 ･ 保証され, 精神的安定を獲得す
る ことが で き, 自己信頼を取り戻し, 肯定的に捉える こ
とが可能 になり , 【失われ て い な い 自分の有能感】 とい
う自我発達を成すこ とが で きたと考える ｡
2) 【自律して 依存し つ つ ケ ア に協力 ･ 参加する私】
こ の 自我発達は, 老化現象 に伴う心身の機能の衰退に
ょ っ て , 自立した生活が困難な高齢者が自己の心身の 状
態を評価して可能な ことと困難な ことを判断 ･ 選別し,
行動を決定 して , 提供され るケ ア に対応すること である｡
人間は本来, 主体的で自立 ･ 自律した存在で あり, 自 己
の決定に基 づく行動を志向する存在で あ る｡ これ は高齢
者で あ っ て も同様で あろう｡ しか し, 95歳 の S K氏が日
常生活行動全般に わた っ て援助が必要だ っ た よう に , 老
年期に は高齢に なる ほ ど日常生活行動の自立性が低下し,
他者 に依存せ ねぎるを得な い状態に なる｡ こ れ は高齢者
に と っ て , 自己有能感を滅弱させ , 自尊心が傷 っ けられ,
否定的自己概念を発展させやすい ため, 容易 に は受け入
れ難い も の と い え よう｡ 高齢者が介護 ･ 看護 の必要性が
高まる こと にな っ て も, 自己 の有能感や自尊･L,を維持 し
っ っ 必要な援助を受け入れる ことが で き, か つ , 自分 に
有する心身の能力を発揮 し つ つ ケ ア に協力 ･ 参加する こ
と, こ れ が 【自律 して 依存し つ つ ケ ア に協力 ･ 参加する
私】 の意味する こと で ある｡
日常生活行動の ほ ぼ全般に わたり自立性を喪失して い
たS K氏に対し, 提供される援助の 必要性も内容や方法
も基本的に は大きな変化はなく, 毎日同じよう に繰り返
え される｡ し か し, ｢必要だか ら｣ や ｢い っ も行 っ て い
る こ とだか ら｣, あ る い は ｢こ の 方が適切だ か ら｣ と い
う理由で ケ アする側の 一 方的な考え方で 進める の で はな
く, ｢今日 (今)はどん な状態か｣ ｢ 今日 (今)は どう し
た いか , ど う い う方法が良いか｣ など, そ の都度, S K
氏の 心身の状態に つ い て の 感覚 ･ 知覚, 意志, 要望や そ
れ を充足する固有な方法を確認するとともに , そ れ らを
尊重して ケ ア に具現化した こと, ま た, 確認 した こと に
s K氏が応答 して くれ る ことがケ ア する側 にと っ て も必
要か つ 有用で ある こ とを伝え理解 して もら っ た こ と, さ
ら に S K氏が気づ い て い な い が で きる こ とや できた こと
な ど, ち ょ っ と し た言動の 変化を見逃す ことなく伝えた
こ となど に よ っ て , S K氏は有能感や自尊L､を回復させ,
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自律性が高められ, 他者 に依存する自己をも受 け入れ ,
【自律し て依存し っ っ ケ ア に協力 ･ 参加する私】 とい う
自我発達が もたらされたと考える ｡
3) 【人生を省察し, 自己理解 (深化･ 拡大) する私】
人生の省察 は, 高齢者が自己 の過去を回顧 ･ 回想する
こと に よ っ て 可能で ある｡ バ ト ラ ー 3) はl ｢人生回顧,
つ ま り過去の経験の 再考は, 記憶 の 自発な再来, 記憶 の
目的ある探索が共に 生じ, そ の人 の人生 に新 し い重要な
意味づ けをし, よ り妥当なイ メ ー ジ を与え て くれ , 恐怖
を和らげて死に対する用意をさせ , 潜在的に人格の 再構
成を促し, 創造的 ･ 肯定的 ･ 建設的な効果をもた らす｣
と述 べ て い る｡ こ れ は, 老年期の発達課題とし て , エ リ
ク ソ ン 4) が提唱して い る ｢自我の統合｣ の 獲得に つ なが
るもの で ある｡ すなわち, 自己 の 過去を回顧して客観視
し, 再解釈を試み る人生の 省察を通して , 肯定的自己概
念の維持 ･ 獲得が可能に なり, そ して ま たそれが現実の
自己客観視を も可能に し, 引い て は自己や自己の人生を
受け入れる ことを可能に する の で ある ｡
S K氏は, こ の 回顧を連日, 積極的に 行 っ た｡ 栄光 ･
誇 りともい えるお嬢様時代の過去から意に 反する入院ま
で の自分を回顧 して 連日, 日 に よ っ て は 2 - 3回, 繰 り
返し語るS K氏に 対し, 受容的対応と傾聴姿勢を維持す
るこ とば, 辛抱強さと忍耐が求められた｡ しか し, S K
氏はそうし て語る自分や語 っ た こ と ( 内容)がその都度,
受 け止め られ る こ と に よ っ て , ｢自己客観視する｣ →
｢自己確認する｣ - ｢自己評価する｣ を も繰 り返して 行
い
, 歴史ある家の 一 人娘と して後継する必要性か ら希望
の進路を断念し, 家を守るため に成 して き た自分の努力
を見い だすことが でき た｡ そ し て こ れ に よ っ て , 自尊心
を回復し, 入院生活して い る現実の自己との対暗ができ,
自己理解を深化 ･ 拡大する こ とが で きた の だと考える｡
そ し て こ の こ とが結果と し て , 自己や自己の人生の受容
へ と っ なげて いく ことが で きたと考え る｡ こ れ は バ - バ
ラ
5) が ｢統合に と っ て 内省は重要で , 内省は回顧 に よ っ
て促進され , 回顧は老人の 自己像に 持続性を与え , 自分
自身の 哲学の 結晶化に重要な役割を果た して い た主観を
明確に で き , 統合過程に至る｣ と述 べ て い る こ とを示す
もの で ある｡
4) 【自己の有能性を表出して いく私】
こ の 【私】 は, 高齢者が自己の感情や思考, 解釈 ･ 判
断, 関心や意志な どに基 づ い て 言語化, 行動化し て いく
私で あり, 高齢者が長年に わた っ て 培 っ て き た自己に有
する普通の感覚を呼び戻すことを意味する｡ こ の自己表
現 して いく こと を通じ て高齢者 は, 自己を客観視するこ
とが で き , 自己理解を深め, 自己に 有する有能性を回復
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し, さ ら に自己の感情や思考を豊か なも の にする こ とが
で きる｡ ま た自己表出に よ っ て 得られ る他者か ら の反応
がさ ら に自己客観視を促進し, さ ら に自己理解が進むと
いう好循環を生む,. ま た高齢者の 自己表出は, そ れを通
じて他者 (看護者)が高齢者の理解を深める ことに なり,
より深 い援助関係の形成 へ と っ なげて い く こ が で きる｡
看護援助の 対象で あ っ た S K氏は, 95歳と い う高齢と
JL､機能 の低下を はじめ種々 の身体の機能障害を持ちなが
らも, 現在 の 自己の 状態を客観視して評価した結果を表
出したり, 場 や人を和ます ユ ー モ ア で対応したり, 感激 ･
感動し て い る自己を表出したり, 決意表明したりなど様々
な有能性を表出して い っ た｡ こ れ らは援助開始当初か ら
見られ た の で はなく, S K氏が自己の様々 なあり様が受
容的に受け止められ, 脅威 に さ らされ な い対象で ある筆
者を認め られ た時から で ある｡ ま た会話内容を疾病や身
体障害と関連した こと に限定せず, 若く元気な時に行 っ
て い た趣味や活動, 部屋 の窓か ら, あ る い は移送 ･ 移動
中に 見える景色や様々 な物 ･ 人 々 , 病棟 ･ 病室内に流れ
て い る音楽, S K氏が見て い た テ レ ビ の映像をもと に意
図的に会話をも っ た こ とか らも引き出された｡ さ ら に真
面目で行儀良い言葉使い だ けで なく , 時 に はおどけるよ
うな会話方法を意図的に とるなど, 工夫をする こと によ っ
て もたらされた｡ こ の よ う に入院して い る高齢者は, 老
化や老性変化に伴う機能の低下に 加え疾病や障害により,
活動範囲の 狭小化, 日常生活の単調化 人的交流の量的 ･
質的減少を来しやすい ことか ら, 意図的に こ の ような機
会が っ く られな い と普通の感覚は失われ, 精神活動が停
滞 ･ 後退し, さ らな る心身の 問題を有すること になろう｡
5) 【他者を思い やり, 感謝 できる私】
こ の 【私】 は, 私さえ満足で きれ ば良いとする自己中
･L､的な自分で はなく, 他者 へ の 関心を示す私で あり, 他
者 に心 (気) 遣い ･ 配慮 で きる私の表明で あり, 良好な
対人関係を維持 ･ 発展させ る上で重要な意味をも っ もの
で ある｡ 看護援助の対象で あ っ た S K氏の こ の 【私】 の
発達過程で , 筆者は日常生活の 援助を提供し っ っ もS K
氏が表出する思い やりや感謝に よ っ て , S K氏の優しさ,
暖 かさを感じ, 筆者自身もまた情緒的サ ポ ー ト を受け て
い る こ と体験し, S K氏 の有能感と ともに肯定的感情を
発展させ て ケ ア に 臨む ことが で きた ｡ こ の よう に , こ の
【私】 の 発揮は, 看護 ･ 介護を受ける自分で はあるが ,
ケ ア提供者にも有能感を抱かせ , 対等な人間関係, 相互
依存の 関係を示すもの と捉え る ことが で きる｡ ま た, こ
の 【私】 は, 高齢者が自信 ･ 自尊心を回復 ･ 維持 で き て
い る こ とを意味する. そ して こ の 【私】 は, 他者 に依存
せざるを得な い 高齢者が最後ま で有する能力で ある｡ 健
全な人格や精神的に健康な人間に つ い て心理学者は様々
に定義づ け て い るが, こ の 【他者を思い やり, 感謝 で き
る私】 は, 高齢者が自己に有する健全さを発揮 して い る
現れ と捉える ことが で き よう ｡
ま た, こ の S K氏 の 【他者を思い や り , 感謝 で き る
私】 もまた援助開始当初に は見られず, 【失われな い私
の有能感】 がなされた こ と に よ っ て達成された 【私】 で
ある｡ すなわち, こ の 【私】 が成し遂げられるために は,
高齢者が自分自身で あり続ける ことを受け入れ られ る こ
と, 言 い 換えれば , 自我が脅威を受けず回避で きる こ と
が保証され て い る こ とが必要で あると い えよう ｡
6) 【自己と自己の 人生を受容する私】
こ の 【私】 は, 高齢者特有の ｢自我発達の 性質｣ で あ
り, か つ , 高齢者に と っ て極め て重要な意味をもつ もの
で あ る｡ そ れ は, 前述したよう に , エ リ ク ソ ン 6) が老年
期の 発達課題とし て提唱し て い る ｢ 自我の 統合｣ に つ な
が るもの で あるか ら で ある｡ ｢自我の統合｣ と は, 高齢
者が自分の人生に お い て成 して きた ことを振り返り, 自
分の 人生に価値をみ い だ して 満足で き る状態を意味する
と され て い る｡ そ し て 高齢者が こ の 課題を達成する こと
に よ っ て , い ずれ訪れる で あろう自己の 死に つ い て も冷
静に受け止める ことが でき , 逆 に達成で きな い と, 自分
の人生の価値に疑念を生L:, 深刻な挫折と絶望に 陥ると
され て い る｡ さ ら に , こ の課題を達成する こと に よる徳
目と して ｢ 英知｣が あげられ て い るが, 高齢者の 自己実
現と は, ま さ に こ の ｢英知｣の獲得に はかな らな い で あ
ろう｡
看護援助の対象で あ っ た S K氏 は, 予期 ･ 予想 で きな
か っ た耐え難い現実に 直面 し, 現在 の 自己を受け入れら
れず, 過去 の自己 に 固着する状態が援助開始時から続い
た｡ そ し て受け入れ られ な い現実は, 不義理 な養子に あ
ると他罰的に捉える ととも に , 結局 そ うした現実も過去
の自己に 起因する (子供を産まなか っ た自分の せ い) と
捉え て 自責の 念に苦悩し, 絶望感とも捉え られ る状態で
あ っ た ｡ しか し, そ う した過去から現在まで の自己を繰
り返し振り返 っ て言語化 し, 自己客観視を繰り返す こと
が受け入れられ, 促 される こと に よ っ て , 過去から現在
ま で の自己を再解釈 し, 自己の 努力を認め, 現実的な願
望を見い だし, 援助 の 終盤に は現実を諦観し, 【自己と
自己の人生を受容する私】 とい う発達を成した の で ある｡
も しS K氏が こ の 【私】 を達成する ことが で きなか っ た
場合, 自責 の 念 に苦悩し, 絶望感の 日々 の ため に益々 や っ
か い な高齢者と化すか , あ る い は生きる意欲を失い , 無
為 ･ 無力か ら抑密状態を来した で あ ろう｡ 95歳と い う高
齢者で あるS K氏は人生終蔦の 時期で あり , 自 己 の人生
の総決算をする時期で あるか ら こ そ, こ の 【自己と自己
の人生を受容する私】 とい う自我発達を達成する こ とが
重要で あると考え る｡
2 . 自我発達の 経過に つ い て
S K氏の 自我発達の 経過 は, 【失わ れ な い 私 の 有能
感】 を基盤 に , 引 き続 い て 【自律して依存し つ つ ケ ア に
協力 ･ 参加する私】 , 【人生を省察し, 自己理解 (深化･
拡大) する私】 , 【自己有能性 を表 出して い く私】 ,
【他者を思いや り, 感謝 で きる私】 がもた らされ , さ ら
に 【自己と自己 の人生を受容する私】 に続くと いう も の
で あ っ た｡ こ れ は, 高齢者 は援助者との 関わり の 中 で ,
まず独自の 存在とし て の 自分 らしさ が認められる こ とな
し に , 発達を遂げる ことが で き な い ことを意味して い る｡
自分らしさ を認められると いう こ とば, 肯定的自己概念,
自尊感情を維持で きる こと で あり, 人間はある程度の自
尊感情を持 っ て い な い と生き て いく ことが で きな い こ と
ば既に明らか に され て い る 7)｡ そ して こ の 【私】 の達成
に よ っ て自己を客観視して , 依然として自己 に有する様々
な有能性, すなわち 【自律して依存 し つ つ ケ ア に協力 ･
参加する私】 , 【人生を省察し, 自己理解 (深化･ 拡大)
する私】 , 【自己有能性を表出して い く私】 , 【他者を
思いや り, 感謝 で きる私】 の発達を成すこ とが で き, こ
れ ら の有能性が受 けた止められ, 促 される ことに よ っ て ,
自 己 の有能感を実感で きる の で ある ｡ そ して こ れら の有
能性は, 相互補完的に機能 して さ らな る発達, つ まり,
現在 の 自己や歩ん で きた自己の 人生を受け止める ことが
で きる 【自己と自己の人生を受容する私】 とい う自我発
達が遂げられ る ことを意味して い ると い えよう｡
3
. 高齢者看護の目標
95歳で , 日常生活の ほぼ全般に わた っ て他者の ケ ア を
必要とした本事例で あ っ たが , 意図的な援助の適用に よ っ
て , 様 々 な自我発達を遂げた｡ こ の 中 に は, 必ずしも積
極的な機能回復訓練を促したり実施しなくて も, 援助開
始時点で は見られ なか っ た訓練 へ の意欲が みられ, さ ら
に わずかな回復で あるが, そ の 回復した機能を自主的に
活用して 行動する ことが見られ た｡ し か し こ の ような機
能の回復 ･ 維持 は高齢 にな る は ど困難で あり, そ の 効果
も期待もで きな い ｡ 本事例に お い て も こ れ らの 機能は早
晩失われ て い く で あろう ｡ つ ま り, 機能回復の 維持 ･ 向
上や日常生活の 自立という目標は, 高齢者, 特 に後期高
齢者に は適用で き な い と考える｡ た とえ他者に依存した
日常生活で あ っ て も, そ の 日, そ の 時を いか に生き生き
と, あ る い は情緒的な安定を得る こ とが できるが後期高
齢者の 看護の目標で はなかろうか ｡ 本事例で は, 家族 の
面会時に , ま た過去か ら現在ま で の自己を想起 し, 自己
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確認し つ つ筆者に語 っ て い る時, さ ら に自己の要望に基
づくケ ア が提供さ れ満足感が得られ た時, 生き生きとし,
JL､穏 やか に過 ごされ た｡ こ の よう に高齢者が ど の ような
こと に喜び, 楽 しみ , 満足感が得 られ るの か ｡ ケ ア提供
者は高齢者との 関わりの 中で , 個 々 の 高齢者あり方を認
め っ っ
,
こ れ らを い ち早く見い だ し, 維持 ･ 促進する援
助 こそが重要 で あると考える｡
Ⅵ . 結 論
本研究は, 1事例の女性高齢者の 看護援助に よ っ て も
たらされた自我発達の性質と経過を明らか に したもの で
ある｡ こ の高齢者の自我発達の性質とそ の 経過は, 【失
われ な い私 の有能感】 に始まり, 続 い て 【自律して依存
し つ つ ケ ア に協力 ･ 参加する私】 , 【人生を省察し, 自
己理解 (深化･ 拡大) する私】 , 【自己の 有能性を表出
して いく私】 お よび 【他者を思い やり, 感謝 で きる私】
が もたらされ, 引き続 い て 【自己と自己 の 人生を受容す
る私】 に至ると いう もの で あ っ た｡
Ⅶ . おわりに
本研究は, 高齢者の自我, すなわち自己概念の把握は,
高齢者が自由に語る中か ら得られるとする先行研究 8) 杏
もと に 出発し て い る｡ そ し て本研究で は, ごく 一 般的 に
日常的に実施され て い る高齢者 へ の 日常生活の 援助を通
じて , こ れ ら の 把握が可能で あるだ けで なく, こ れ ま で
喪失 ･ 衰退 で代表され て き高齢者の 自我発達の促進が可
能で あると い う結果を明らか に し て い る｡ 本稿 で は1事
例のみ の提示で あるが , 看護援助の対象に した他3名と
もそれ ぞれ個々 に自我発達が見られた｡ しかし本研究は,
高齢者の あり方とし て , 典型的特徴を有した事例で あ っ
た と捉え る ことが で きるが , 看護援助の対象者が老人専
門病院と い う施設内に 限定され て い る こ と, ま た対象者
数に も限界が ある｡ 今後 は, 場 の 異な る高齢者を看護援
助の対象者とする ことも含め, 事例を積み重ね て自我発
達の性質と経過を分析し, 検証する ことが必要で ある｡
さ ら に , 認知障害を有し, コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 困難を
来し て い る痴呆性老人の自我発達と はい かなる も の申ゝ,
い か に把握するか の検討が課題で ある｡
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T H E P RO CESS OF EG O-D E VE LOP M E NT O NT H EA G E D WHO W ERE FA CILI T A T E D
wI T HNU RSING CA R E: I N A NE L DERL Y W O MAN P A TI ENT
Sa chiko On o
Kaga w a M edic al Univ e r sity, Fa c ulty of Medicin e, Scho ol of Nu r sing
K E YW O R D S:
elde rly, ego-developm et, n u r sl ng C a r e
T he purpose of this study is to clarify the cha r acter and the pr o ce s sof ego-de v elopm e nt o n the
aged with the n u r sl ng C are, An elde rly w o m a npatient who had fixedim pedim e nts withchr o nic
des e as e s and pr oble ms of s el f-c o n c ept in a ho spital for the elde rly w as s ele cted a s s ubjects of n u r sl ng
c a r e. I pr e vio usly e x a mined t he aim s a nd m ethods of nur sl ng C a r ethat facilitated ego-developm e nt
fo r the elderly, a nd ap plied the s e aim s a nd m et hods to her-c o ncio u s n e s when I im ple m e nted nur sl ng
c a r eto her a ctivity of daily living･ T he data w e r ethe rec ords of n u r sl ng Care pr o c e s sthat included
pe r s o n al interactio n･ The cha racte r a nd pr o c e s s of ego-de velopm e nt w e r et he a n alysュs Of the data
that w a sfo und to fa cilitat or r eta rd a nd regre s s of ego-dev elopm e nt･ This repo rt de s crib･ T he
characte r a nd proce s sof ego-de velopm e nt o n a nelderly w o m a n･
T he chara cte r a nd pro ce s s of ego-developm e nt o n an elde rly w om an w a s a sfollows; To begin
with: 【M y s en s e of c n mpete nt that doesn ot lo s s】 , and 【I who coper ate a nd pa rticipate with
n u r sing care depe nde nt on a uto n o my】 , 【I who r eflect on my life, a nd l who prom ote s elf-
u nder sta nding】 , 【I who repr e s e nt m yself】 a nd 【I who c an be c o n side rate a nd tha nkful to other s】 ,
a nd the final ego-de v elopm entis r e a ched: 【Iwho a c c ept m ys elf a nd m ylife】 I
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